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纂酬e
第28回極域気水圏シンポジウム開催のご案内

　国立極地研究所では毎年極域研究に関わるシンポジ

ウムを開催しております．このうちの大気雪氷，海

洋・海氷を研究対象とした極域気水圏シンポジウムを

本年も開催することになりました．

　南極地域の観測においては，現場観測データ，採取

した試料分析，そして人工衛星データなどにもとづく

国内外の共同研究が進展しています．他方，スバール

バル諸島，アラスカ，シベリア等の北極地域やネパー

ル・ヒマラヤ等の氷河，そしてオホーツク海などでも

多岐にわたる観測・研究が行われています．

　このような南北両極・寒冷域を主な対象とした大気

科学，雪氷学，海洋・海氷学に関する研究成果，研究

展望などを議論するシンポジウムを右記のとおり開催

いたします．広く発表を受け付けておりますので，ご

応募くださるようご案内申し上げます．

記

日　時：2005年11月30日（水），12月1日（木）

会　　場：国立極地研究所　講堂（管理資料棟6階）

申込締切：2005年9月22日（木）必着

URL：http：／／polaris．nipr．acjp／～pmg／jp／

問合せ先：大学共同利用機関法人　情報・システム研

　　　　　究機構

　　　　　国立極地研究所

　　　　　極域気水圏シンポジウム係（橋田・岡崎）

　　　　　〒173－8515　東京都板橋区加賀1－9－10

　　　　　E－mai1：symposium＠pmg．nipr．acjp

　　　　　Te1：03－3962－7125，Fax：03－3962－5719
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